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個
別
労
使
間
で
の
労
働
に
係
る
紛

争
問
題
で
お
困
り
の
労
働
者
、
事
業

主
の
皆
さ
ん
、
群
馬
労
働
局
で
は
県

内
5
か
所
に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
、
労
働
分
野
の
あ
ら

ゆ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
紛
争

の
未
然
防
止
お
よ
び
解
決
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
簡
易
・
迅
速
な
紛
争
解
決

制
度
と
し
て
「
労
働
局
長
に
よ
る
助

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
群

馬
労
働
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す

関
東
運
輸
局
船
員
労
働
環
境
・
海
技
資

格
課
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小
型
船
舶
の
航
行
の
安
全
を
図
る

た
め
に
船
舶
職
員
法
の
改
正
が
行
わ

れ
、
平
成
15
年
6
月
1
日
か
ら
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
①
酒
酔
い
操
縦
の

禁
止
②
遊
泳
者
等
に
対
す
る
危
険
な

ボ

ー

ト

免

許

が

変

わ

り

ま

し

た

酒
酔
い
操
縦
の
禁
止

（
飲
酒
等
に
よ
り
、
正
常
な
判
断
が
で

き
な
い
状
態
で
の
操
縦
は
禁
止
で
す
）

群
馬
労
働
局
職
業
安
定
課
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不
良
債
権
処
理
の
影
響
に
よ
り
離

職
さ
れ
た
か
た
が
た
の
早
期
再
就
職

支
援
の
た
め
に
、
雇
用
再
生
集
中
支

援
事
業
と
し
て
離
職
者
の
雇
い
入
れ

に
対
す
る
奨
励
金
の
支
給
、
実
践
的

な
教
育
訓
練
の
実
施
、
民
間
再
就
職

支
援
会
社
を
活
用
し
た
再
就
職
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
労
働
移
動
支
援

に
関
す
る
助
成
金
の
支
給
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
業
を
支
援
す
る
制
度
と

し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を
行

う
法
人
を
設
立
し
、
非
自
発
的
離
職

者
（
65
歳
未
満
）
を
3
人
以
上
常
用

雇
用
し
た
場
合
に
、
新
規
創
業
に
係

る
経
費
お
よ
び
労
働
者
の
雇
い
入
れ

に
つ
い
て
支
援
す
る
地
域
雇
用
受
皿

事
業
特
別
奨
励
金
や
雇
用
保
険
の
受

給
資
格
者
自
ら
が
創
業
し
、
創
業
後

1
年
以
内
に
雇
用
保
険
の
適
用
事
業

の
事
業
主
と
な
っ
た
場
合
に
創
業
に

要
し
た
費
用
を
助
成
す
る
受
給
資
格

者
創
業
支
援
助
成
金
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業

お
よ
び
創
業
支
援
制
度

私
た
ち
の
便
利
で
快
適
な
生
活

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
電
気
機
器
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
た
ち
が
眠
っ
て
い
る
間
に

も
、
こ
れ
ら
の
機
器
は
、
貴
重
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
消
費
し
続
け

て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
も
つ

な
が
る
ム
ダ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
抑
え
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
生

活
の
上
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

が
必
要
で
す
。
さ
あ
、
今
日
か
ら

あ
な
た
も
、
簡
単
、
お
得
な
省
エ

ネ
・
節
電
ラ
イ
フ
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
機
器

は
、
リ
モ
コ
ン
操
作
の
た
め
の
電

源
が
入
っ
て
い
る
と
、
使
っ
て
い

な
い
と
き
で
も
、
常
に
待
機
時
消

費
電
力
を
消
費
し
ま
す
。
使
わ
な

い
と
き
に
は
、
主
電
源
を
オ
フ
に
。

た
く
さ
ん
の
物
が
詰
ま
っ
た
冷

蔵
庫
は
、
冷
気
の
流
れ
が
悪
く
な

り
、
物
を
冷
や
す
ま
で
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
整
理
し
た
冷
蔵
庫

の
設
定
温
度
は
「
中
」
を
目
安
に
。

ま
た
、
扉
の
開
け
放
し
は
厳
禁
。

気
温
18
度
で
10
秒
間
扉
を
開
け
放

し
に
す
る
と
、
冷
蔵
庫
内
の
温
度

が
5
度
上
昇
し
ま
す
。

電
気
ポ
ッ
ト
は
、
常
に
熱
湯
が

必
要
で
な
い
な
ら
、
保
温
の
温
度

は
低
め
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
寝
て
い
る
間
や
長
時
間
使
わ

な
い
と
き
は
、
一
度
ス
イ
ッ
チ
を

オ
フ
に
し
て
、
使
う
と
き
に
再
沸

騰
さ
せ
る
方
が
省
エ
ネ
・
省
節
電

に
な
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
は
ふ
だ
ん
の
設
定
温

度
を
見
直
し
て
、
暖
房
な
ら
1
度

下
げ
る
、
冷
房
な
ら
1
度
上
げ
る

こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る

お
得
な
省
エ
ネ
・
節
電

見
な
い
と
き
に
は

ス
イ
ッ
チ
オ
フ

詰
め
込
み
過
ぎ

は
厳
禁

省
エ
ネ
・
節
電
な
ら

朝
に
再
沸
騰

ほ
か
に
も
あ
り
ま
す

か
し
こ
い
省
エ
ネ
・
節
電

言
・
指
導
制
度
「
紛
争
調
整
委
員
会

に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制
度
」
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
太
田
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
太
田
労
働
基
準

監
督
署
内
）
�
(45)
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で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

操
縦
の
禁
止
③
ボ
ー
ト
等
は
港
内
・

狭
水
路
・
航
路
内
を
航
行
す
る
と

き
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
す
べ
て
の

水
域
で
免
許
者
の
自
己
操
縦
④
子
ど

も
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
乗
船
者
の
救

命
胴
衣
の
着
用
、
な
ど
の
「
遵
守
処

分
」
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
違
反
し

一
定
基
準
に
達
し
た
場
合
に
は
免
許

停
止
等
の
行
政
処
分
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

館
林
美
術
館
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◇
内
容

群
馬
県
富
岡
市
出
身
の
福

沢
一
郎
は
、
日
本
画
壇
に
お
け
る

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
の
嚆
矢

こ

う

し

と
し
て
活
動
し
、
鮮
烈
な
人
間
像

を
描
き
ま
し
た
。
そ
の
作
品
世
界

を
幅
広
く
紹
介
し
ま
す
。

◇
開
催
期
限

7
月
6
日
（日）
ま
で

◇
開
館
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分

ま
で
）

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日

◇
観
覧
料

▼
一
般
2
0
0
円
　
▼

大
学
・
高
校
生
1
0
0
円
（
20
名

以
上
は
団
体
割
引
）

▼
中
学
生
以
下
、
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
か
た
と
そ
の
介
助
者

1
名
　
無
料

◇
作
品
解
説
会

6
月
22
日
（日）

要
観
覧
券

◇
問
い
合
わ
せ

県
立
館
林
美
術
館

へ 特
別
展
示

「
福
沢
一
郎
の
世
界
」


